
主な内容
○商工連だより

商工連会長が商工会を巡回
　～商工会と商工連の懇談会～
平成29年度国政・県政予算等に関する自民党県連への要望
九州地区商工会青年部合同研修会　佐賀大会
第19回　商工会青年部親善大会
　～湯布院牛喰い絶叫大会＆懇親会～
女性部知事との懇談会

「小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介
　有限会社　パルスゴトー（由布市商工会）
　やのとうふ店（玖珠町商工会）

○お知らせ

商工会珠算検定のお知らせ
福祉共済の改定について

○シリーズ「地域の逸品」

株式会社　髙橋製茶（臼杵市野津町）
「有機の里のみのりの茶」 表紙写真：速見郡日出町「的山荘の紅葉」

的山荘（てきざんそう）では、城下かれいをはじめ、関アジ、関サバ、臼杵フ
グ、豊後牛など地産地消を志した割烹料理をご賞味いただけます。日出藩日
出（暘谷）城三ノ丸跡に建てられた、的山荘。伝統手法を残した近代和風の
豪華な日本家屋の庭園から別府湾や高崎山を望む絶景です。庭園等、見学
することができます。

大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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本
年
も
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
商
工
連
会
長
に
よ
る
商
工
会
巡
回
を
実
施
し
ま
し

た
。
商
工
会
巡
回
は
、
小
規
模
基
本
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
商
工
会
運
営
、
商
工
会
と
商
工

連
の
連
携
強
化
、
商
工
会
が
抱
え
る
課
題
解
決
等
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、
本
年

度
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、
経
営
発
達
支
援
計
画
実
行
の
元
年
に
あ
た

り
、
当
支
援
計
画
の
実
行
を
主
軸
に
置
い
た
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

森
竹
会
長
、
利
光
副
会
長
、
山
田
専
務
が
県
内
商
工
会
を
直
接
訪
問
し
、
商
工
会
長
及

び
職
員
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

商
工
会
か
ら
、
事
業
の
取
組
状
況
や
商
工
連
へ
の
要
望
な
ど
活
発
な
発
言
が
相
次
ぎ
、

有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

商工会と商工連の懇談会

森竹会長からの要望

自民党県連　近藤会長代行

商
工
連
会
長
が
商
工
会
を
巡
回

～ 

商
工
会
と
商
工
連
の
懇
談
会 

～

平
成
29
年
度
国
政
・
県
政
予
算
等
に
関
す
る

自
民
党
県
連
へ
の
要
望
に
つ
い
て

〈実　施　状　況〉

商　工　会　名 日　程

宇 佐 両 院、 西 国 東 ９月13日（火）

佐 伯 市 あ ま べ 10月３日（月）

日 出 町 10月５日（水）

日 田 地 区 10月13日（木）

野 津 町、 九 州 ア ル プ ス 10月17日（月）

10
月
３
日
、
商
工
会
連
合
会
は
、
他
の
経
済
団
体
で
あ
る
大
分
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
大
分
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
と
と
も
に
、
大
分
県
議
会
棟
に
て
自
民
党
大
分
県
支
部
連
合
会
へ
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

本
要
望
活
動
は
、
平
成
29
年
度
の
国
・
県
政
予
算
等
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
工
会
事
業
を
円
滑
に

推
進
し
て
い
く
う
え
で
大
変
重
要
な
活
動
と
な
り
ま
す
。

森
竹
会
長
は
、
東
九
州
新
幹
線
の
実
現
に
お
け
る
経
済
発
展
に
向
け
た
「
交
通
体
系
の
整
備
」
に
つ
い

て
５
項
目
。
ま
た
、
主
に
景
気
対
策
を
含
ん
だ
「
中
小
企
業
対
策
」
に
つ
い
て
16
項
目
。
最
後
に
、
商
工

会
の
機
能
強
化
や
商
工
会
事
業
推
進
へ
の
支
援
を
中
心
と
し
た
「
小
規
模
事
業
対
策
の
拡
充
・
強
化
」
に

つ
い
て
13
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

特
に
、
重
要
性
の
高
い
７
項
目
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
な
が
ら
、
商
工
会
が
会
員
事
業
所
の
繁
栄
と

地
域
発
展
の
た
め
に
、総
合
経
済
団
体
と
し
て
十
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、

商
工
会
に
対
す
る
更
な
る
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

➋
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～
九
州
地
区
商
工
会
青
年
部

合
同
研
修
会 

佐
賀
大
会
～

平
成
28
年
度
九
州
地
区
商
工
会
青
年
部
合
同
研
修
会
が
９
月
13
日
・
14
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
九
州
各
県
か

ら
約
１
２
０
０
人
が
参
加
し
、
佐
賀
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
県
か
ら
は
過
去
最
高
と
な
る
１
３
０
名
の
青
年
部
員
が
参
加
。「
若
い
経
営
者
の
主
張
九
州
大
会
」
で
は
、

６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
大
分
県
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
、
由
布
市
商
工
会
青
年
部
の
津
田
貴
之
さ
ん
が

県
代
表
と
し
て
出
場
し
、「
青
年
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り 

～ 

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス 

青
年
部
の
絆 

～
」

と
題
し
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
惜
し
く
も
第
二
位
で
全
国
へ
の
切
符
は
逃
し
た
も
の
の
、
堂
々
た
る
素
晴
ら
し

い
発
表
に
対
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、「
み
ら
い
を
そ
う
ぞ
う
す
る
」
と
題
し
て
、
㈱
サ
ガ
ン
・

ド
リ
ー
ム
ス
代
表
取
締
役
社
長
竹
原
稔
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
貴
重
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
開
催
地
紹
介
で
は
、
大
分
の
観
光
名
所
や
郷
土
料
理
を
紹
介
し
た

動
画
を
バ
ッ
ク
に
、
首
藤
県
青
連
会
長
が
力
強
く
開
催
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
全
国
大
会
及
び
九
青
連
顕
彰
授
与
式
が
あ
り
、
大
分
県
か
ら

は
以
下
の
方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
全
国
大
会
顕
彰
を
受
賞
し

た
中
津
市
し
も
げ
商
工
会
青
年
部
の
大
内
直
樹
氏
が
、
昨
年
度
部
員
増
加
率

一
位
と
な
っ
た
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

【
第
18
回
全
国
大
会
顕
彰
受
賞
者
】

　

人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ
く
り
部
門

　
　
　

中
津
市
し
も
げ
商
工
会
青
年
部　

大
内
直
樹
さ
ん

【
九
青
連
顕
彰
受
賞
者
】

　

人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ
く
り
部
門

　
　
　

中
津
市
し
も
げ
商
工
会
青
年
部　

大
内
直
樹
さ
ん

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門

　
　
　

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青
年
部　

髙
木　

宏
さ
ん

　

ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
部
門

　
　
　

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青
年
部

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
首
藤
優

作
会
長
）
は
、
青
年
部
員
同
士
の
融
和

と
団
結
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
10
月

10
日
（
月
祝
）
に
由
布
市
湯
布
院
町
の

並
柳
牧
場
に
お
い
て
親
善
大
会（
幹
事
・

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
各
地
よ
り
青
年
部
員
と
そ
の
家

族
、
約
１
１
０
名
が
参
加
し
、
ス
ス
キ

の
穂
が
揺
れ
る
草
原
、
秋
の
由
布
院
を

お
お
い
に
満
喫
し
ま
し
た
。
利
光
直
人

由
布
市
商
工
会
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
12
人
の
部
員

が
思
い
の
丈
を
絶
叫
し
ま
し
た
。
懇
親

会
で
は
地
域
の
枠
を
超
え
た
部
員
間
の

融
和
を
図
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
交
換
を

行
う
な
ど
、
参
加
者
に
お
い
て
は
青
年

部
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
享
受

す
る
こ
と
の
で
き
る
有
意
義
な
も
の
と

な
っ
た
様
子
で
し
た
。
来
年
度
は
県
南

ブ
ロ
ッ
ク
が
幹
事
と
な
り
開
催
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

青
年
部
員
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
絶
叫
大
会
の
結
果
】

　

絶
叫
大
賞　

御
手
洗　

豊
次

（
佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会
）

絶叫大賞を受賞した御手洗氏集合写真

全国大会顕彰受賞の大内直樹さんと植村全青連会長 主張発表時の津田貴之さん

第
19
回 

商
工
会
青
年
部
親
善
大
会

～ 

湯
布
院
牛
喰
い
絶
叫
大
会
＆
懇
親
会 

～

商工連だより
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大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
後

藤
政
子
会
長
）
は
、
10
月
６
日
、
女
性

部
長
等
参
加
の
も
と
、
大
分
市
で
「
広

瀬
知
事
を
囲
む
商
工
会
女
性
部
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
部
活
動
の
事
例
発
表
で
は
、
日

田
地
区
商
工
会
女
性
部
中
津
江
支
部
の

合
谷
由
美
子
支
部
長
が
、「
地
域
還
元
！

小
さ
な
支
部
の
女
性
部
活
動
」
と
題
し

て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
の
来
賓
挨
拶
で
、
広
瀬
知
事
よ

り
「
合
併
後
、町
村
役
場
が
な
く
な
り
、

商
工
会
、
商
工
会
女
性
部
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
地
域

を
元
気
に
し
、守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
例

発
表
の
講
評
で
は
、「
地
域
の
ひ
と
に

と
っ
て
『
あ
り
が
た
い
』
事
業
。
女
性

部
に
し
か
で
き
な
い
地
域
サ
ー
ビ
ス
。

地
域
を
元
気
に
し
、
地
域
を
守
っ
て
く

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
大
分
県
が
元
気

を
保
て
て
い
る
。」
と
、
あ
り
が
た
い

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

事
例
発
表
終
了
後
は
、
参
加
者
が
そ

れ
ぞ
れ
、
積
極
的
に
知
事
と
懇
談
出
来

ま
し
た
。

発表内容をメモする広瀬知事

合谷由美子さん

県
女
性
部
連
合
会　

広
瀬
知
事
を
囲
む

商
工
会
女
性
部
と
の
懇
談
会
を
開
催

中小企業等経営強化法が７月から施行されました。［経営力向上計画］で稼ぐ力を強化するチャンスです！
平成28年７月１日に「中小企業新事業活動促進法」が「中小企業等経営強化法」に名称と内容が変更されました。「中小企業
等経営強化法」では、「経営革新計画」、「異分野連携新事業分野開拓計画」に加え、「経営力向上計画」により中小企業の
経営力向上を支援していくこととなります。

［経営力向上計画］とは 人材育成、コスト管理等のマネジメントの向上や設備投資等により、事業者の
「生産性を向上」させるための計画ことです。

制度利用の
ポイント
１

制度利用の
ポイント
2

申請書類は実質２枚です。
「企業の概要」、「現状認識」、「経営力向上の目標及び経営力向上による経営の向上の程度を示す指標」、「経営力
向上の内容」が主に記載する内容です。

経営力向上計画の認定によるメリット
①固定資産税の軽減【３年間1／2に軽減】
経営力向上計画が認定された事業者は、平成28年７月１日から平成31年３月までに生産性を高めるための機
械装置（取得価格が160万円以上等の要件がありますのでご確認下さい。）を取得した場合、その翌年度から
３年度分の固定資産税に限り、当該機械装置にかかる固定資産税が1／2に軽減されます。
②各種金融支援
経営力向上計画が認定を受けた場合、政策金融機関の低利融資、民間金融機関の融資に対する信用保証、債務
保証等の資金調達に関する支援を受けることができます。

「経営力向上計画」及び「経営革新計画」に関するお問い合わせは、認定経営革新等支援機関である県内17商工会及び本会にお気軽
にお問い合わせください。商工会は、企業力の向上に向けた支援を全力で行っていきます。

➍
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「小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介
『高齢者にやさしい安心・安全な店舗づくり』

『子供が安心して食べれるおやつの開発』

●補助事業に取り組むきっかけ、背景
当店は、地域密着の電器店として、家電製品をまるごと支えられる

関係「50 歳を過ぎたらパルスゴトー」をモットーに営業を行ってい
ます。
家電製品は実際に来店し商品を見て購入するのが良いのですが、お

客様によっては当店の入口は、「雨の日に滑ってコケそうになった」「足
が悪く、入口の段差がきつい」「店内が狭く通りにくい」等の指摘があ
りました。そこで改善策を模索していたところ、商工会から持続化補
助金活用の説明があり、「バリアフリー化」を行うことによって来店客
を増やす計画を立ててはどうかと提案があり取組みました。

●補助事業の取り組み内容
①入口に手すりを設置
②店内陳列棚との間を広げ、車椅子等でも通れるレイアウトに変更
③店舗入口の段差スロープの角度の縮小変更
④入口タイルを滑らない素材に変更

●事業実施の効果について
今回、持続化補助金を活用することで、高齢のお客様や家族が一緒

に来店し、世代の幅が広がりました。また、実際に商品を見ていただ
くことで、売上増加に繋がりました。

●補助事業の取り組み内容及び効果について
当店は、水と油にこだわり味良く鮮度も落ちにくい豆腐を製造し、

玖珠郡内の商店や旅館、病院、お寺など卸しを中心に営業してきまし
た。最近では、大型店進出による卸し先であった個人商店の廃業や価
格競争の激化による影響もあり売上高は大きく減少しました。
しかし、後継者の存在や近隣住民向けの直販実績、豊後森機関庫を

題材にして「機関庫どーなつ」などの商品開発など新たな事業展開を
模索していました。
補助事業では、店頭販売を可能とする店舗改修や調理器具等の導入、

豆腐・おからを活用した安心安全な子供向けのおやつ等開発を進めチ
ラシ作成やイベント出店など広報活動も初めて実施しました。
店頭販売が可能となり、近隣住民の他広い地域の方が多く来店され

るようになり、小売販売売上高が増加し資金繰りが改善されました。
補助金申請や事業成果から、事業計画策定の重要性や効果など身を

持って体験でき、平成 27 年度補正分にも更なる広報戦略強化のため
申請し採択され現在取組み中です。
家族一丸となり、前向きに全力で経営に取組めること、また、後継

者へ良い形で承継できるよう頑張るきっかけをもたらせてくれたよい
事業だと感じています。

店内の様子

店内の様子

社員一同

家族従業員一同

会 社 名：有限会社　パルスゴトー
代表者名：後藤　　明
所 在 地：由布市挾間町挾間600番地2
電　　話：097-583-0022

会 社 名：やのとうふ店
代表者名：矢野　和昭
所 在 地：大分県玖珠郡玖珠町大字295-2
電　　話：0973-72-0632
Ｆ Ａ Ｘ：0973-72-0632

➎

商工連だより



第
１
８
２
回

一
級
合
格
お
め
で
と
う

９
月
18
日
（
日
）、
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
た
検
定
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。今

回
は
１
０
２
人
が
受
験
し
、
63
人

が
合
格
。そ
の
中
で
満
点
合
格
者
５
人
、

１
級
合
格
者
は
３
人
で
し
た
。
難
関
で

あ
る
１
級
合
格
者
の
市
町
村
名
、
氏
名

等
を
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

1級合格おめでとう

豊後大野市
朝地小学校　５年生

志賀　蓮華さん

由布市
横瀬小学校　６年生

田中洸太郎さん

豊後大野市
朝地中学校　１年生

羽田野和香さん

住宅・事業再建のための金融支援制度を開始
～住宅の再建・購入のための資金借入が無利子に～

（１）住宅再建支援
対象者：熊本地震の被災者（罹災証明受領者）

対象となる借入： 大分県内にて主たる住居を建設・購入・補

修する際に必要とする資金

支 援 内 容：借入によって生じる利息の無利子化

　　　　　　　　ａ）新規建設・購入の場合

　　　　　　　　　　（利子補給上限200万円）

　　　　　　　　ｂ）補修の場合（利子補給上限30万円）

支 援 件 数： 第１期事業として、約165戸（建設・購入5

戸、補修160戸）

（２）事業再建支援
対 象 者：熊本地震の被災事業者

対象となる借入： 主に大分県内で行う事業に必要とする資金

支 援 内 容： 大分県の災害支援融資制度等（設備資金・

運転資金）を借り入れる際の利子および信

用保証料の支援

支 援 額： 第１期事業として、災害支援融資制度の借入

額約84億円の利子および信用保証料相当分

対象となる制度資金の概要：

おんせん県魅力アップサポート
資金（※大分県中小企業等グルー
プ施設等復旧整備事業補助金の
対象となる設備復旧費用のうち
自己負担部分に充てるために借
入れした設備資金のみ対象）

大分県地域産業振興資金
（災害特別融資：平成28年熊本地
震）

融資限度額 ２億８千万円 ３千５百万円（組合：７千万円）

保 証 期 間
（据置期間）

設備：15年（２年）
運転：７年（１年）
設備：10年（１年）

金 利
７年以内　年　1.8％
10年以内　年　2.0％
15年以内　年　2.4％

年　0.8％

信用保証料 年　0.25％ 年　０％

備 考

次の業種に限る
①�宿泊業（下宿業を除く）・飲食
店・小売業（無店舗小売業を除
く）・温泉施設・バス業・タク
シー業・レンタカー業（自動車
リース業を除く）

②�上記以外の業種であって、交
流人口増加への対応または観
光振興のため、知事が特に認
めた取組みを行う方

被災に関する市町村長の証明書
が必要

お問合せ先：大分県中小企業復興支援協議会　担当：図師・吉武　電話：097-500-7398

大分県の最低賃金が変わりました。
◇大分県最低賃金（地域別）は、時間額715円に変わりました！（平成28年10月1日から適用）

・ 大分県最低賃金は、年齢に関係なく、正社員、パートタイマー、派遣労働者、学生アルバイト等を含め大分県内で
働くすべての労働者に適用されます。なお、産業によっては、特定(産業別)最
低賃金が定められているものがあります。

・事業主は、最低賃金以上の賃金を支払わなければなりません。
・最低賃金には次の手当は算入されません。

①臨時に支払われる賃金(結婚手当など)�
②１か月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など）
③時間外・休日・深夜労働割増賃金
④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

　最低賃金に関するお問合せ先
　・大分労働局労働基準部賃金室	 097-536-3215
　・大分労働基準監督署	 097-535-1511
　・中津労働基準監督署	 0979-22-2720
　・佐伯労働基準監督署	 0972-22-3421
　・日田労働基準監督署	 0973-22-6191
　・豊後大野労働基準監督署	 0974-22-0153
　大分労働局　http://oita-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp

お知らせ

➏



ご利用ください！！
制度融資

http://oita-cgc-or.jp/

当協会では「地公体制度融資」
の他、各種保証制度をご用意い
たしております。
お気軽にご相談ください。

■個人賠償責任保険とは
●�「傷害プラン」の2,000円・3,000円・4,000円コースに「個人賠償責任保

険」を自動付帯。（平成28年11月始期以降）　

　日常生活での賠償事故を補償いたします。

●東京海上日動火災保険㈱による「相手方との示談交渉サービス」付。

※お申込み・お問合わせはお近くの商工会へ

お知らせ

➐



1
1
月
号
V
o
l.2
8
7

株式会社　髙橋製茶
所在地：大分県臼杵市野津町大字八里合1407番地
電　話：0974-32-4219
ＦＡＸ：0974-32-7838
Ｈ　Ｐ：http://www.tkhs-cha.com/

お
茶
摘
み
か
ら
ご
提
供
ま
で

　

お
茶
本
来
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
わ
い
を
お
届
け
！

当
社
は
昭
和
33
年
に
創
業
し
、
平
成
13
年
に
法
人
化
い
た
し
ま
し
た
。
先
代
が
創
業
し
た
時
点
で
は

様
々
な
作
物
を
作
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
試
行
錯
誤
の
末
、
現
在
の
お
茶
に
お
ち
つ
き
ま
し
た
。
茶
園

の
場
所
は
、
寒
暖
の
差
が
激
し
く
霧
の
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
お
茶
の
栽
培
に
適
し
た
、
臼
杵
市
野
津

町
八
里
合
と
言
う
場
所
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
茶
園
は
丘
稜
地
に
4.5

展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
当

社
で
栽
培
す
る
お
茶
に
つ
い
て
は
全
て
有
機
栽
培
で
行
な
っ
て
お
り
、
平
成
13
年
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

の
取
得
を
は
じ
め
、
平
成
24
年
に
は
全
国
公
開
の
映
画
「
種
ま
く
旅
人 

～
み
の
り
の
茶
～
」
の
舞
台
・

モ
デ
ル
と
な
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
省
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
農
林
水
産
省

生
産
局
長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、多
く
の
方
に
当
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

当
社
の
お
茶
に
お
け
る
一
番
の
特
徴
は
、「
有
機
栽
培
」
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
有
機
栽
培
を
長

年
に
わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
で
茶
樹
自
体
が
強
く
な
る
と
と
も
に
、
土
中
の
微
生
物
の
働
き
が
活
発
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
有
機
肥
料
の
養
分
を
よ
り
効
率
的
に
吸
収
で
き
る
と
い
う
良
い
循
環
が
生
ま

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
育
て
た
当
社
の
お
茶
の
特
徴
と
し
て
は
、淡
い
緑
色
で
香
り
が
良
く
、

ま
ろ
や
か
な
甘
み
が
あ
り
つ
つ
も
多
少
の
苦
み
も
程
よ
く
調
和
し
て
い
る
な
ど
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を

使
用
し
て
い
な
い
、
昔
な
が
ら
の
お
茶
が
持
つ
本
来
の
味
や
香
り
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
生
産
か
ら

加
工
・
流
通
ま
で
一
貫
し
て
当
社
で
行
っ
て
お
り
、
茶
摘
み
後
、
す
ぐ
に
製
茶
し
冷
蔵
庫
に
保
管
し
ま

す
。
出
荷
直
前
に
仕
上
げ
作
業
を
行
う
こ
と
で
、常
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
商
品
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
し
て
は
有
機
茶
葉
を
使
用
し
た
、
緑
茶
・
粉
末
緑
茶
・
ほ
う
じ
茶
・
玄
米
茶
・

粉
末
茶
入
り
玄
米
茶
・
和
紅
茶
・
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
茶
な
ど
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て
お
り
、
現
在
は
新
た
に
カ

ボ
ス
や
柚
を
使
用
し
た
ブ
レ
ン
ド
茶
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
社
商
品
は
ト
キ
ハ
百
貨
店
・
Ｊ
Ａ
・
イ
オ
ン
な
ど
幅
広
く
流
通
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
社
製

造
工
場
に
お
い
て
も
直
販
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、「
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
お
茶
の
味
」
を
是
非

一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
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―
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